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２ 特別研究

２．１ 植物のバイオテクノロジー（生物分野）

(1) 研究開発の課題（研究概要）

植物のプロトプラストは酵素処理で容易に作成することができ、光学顕微鏡で観察しな

がら異種細胞間での細胞融合を行うことができる。実習の後に、植物育種や細胞工学の最

先端の話題を講義していただいた。さらにワークショップは３年の１学期に計画した。

(2) 研究開発の経緯

生徒実験「プロトプラスト作成と細胞融合」は本校で実施し、まとめ講演とワークショ

ップを岐阜大学の福井先生に４月に依頼し内諾を得た。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

本事業は科学への関心や批判的思考力などの「科学リテラシー」を促すことができる。

イ 研究の内容・方法

該当教科 SSH生物特論

対象生徒 普通科２年理系生物選択者 36名

日時場所 実験 11月18日（水）、20日（金）本校 生物実験室

講演 12月７日（月）本校 生物講義室

実施内容

実験 赤と黄のバラの花弁でプロトプラストを

作成し、観察した。細胞が融合する過程も

観察した。

講演

演題 「植物のバイオテクノロジー」

講師 岐阜大学応用生物科学部 教授 福井 博一 先生

内容 植物のバイオテクノロジーについて

ウ 検証（成果と反省）

生徒の感想から

・普段教室で学んでいることの目的を具体的に説明していただいたことで、とても興味が増しました。

・バイオテクノロジーは難しいことだと思っていたが、とても身近なもので、私たちの生活の役に立

つ大切な技術だとわかりました。

・自分の将来にも関わる重要な講義だった。このような講義を通して、自分のやりたいことを見つけ

たい。

・ここまでバイオテクノロジーが進歩しているとは知らなかった。

アンケート結果や生徒の感想から、生徒にとって興味・関心が高まったことがわかる。

実験、まとめ講演、さらに高校では実施しにくい内容のワークショップの形式の特別研

究をさらに続けていきたい。
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（１）内容に興味・関心を持てました

か？

（２）内容は理解できましたか？

（３）将来の自分の進路選択の参考に

なりましたか？

（４）今回のような科学や技術につい

てもっと学んでみたいと思いますか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）
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①プロトプラスト・細胞融合の理解

②器具の扱いや各操作の目的及び

原理への理解

③植物のバイオテクノロジーについて

の知識

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があがったと感じます

（％）

（％）

プロトプラストを作製する生徒達


